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MySQL 5.1.38 リリースノート （日本語翻訳） 

 

案 MySQL 5.1.38より、従来リリースから継承したビルトインバージョンの InnoDBに加え、

InnoDB Pluginが MySQL 5.1 リリースに追加されました。この InnoDB Pluginのバージョン

は 1.0.4で、ベータ品質と見なされています。 

InnoDB Pluginでは、新機能が追加され、パフォーマンスとスケーラビリティが向上します。

また、信頼性が強化され、柔軟性および使い勝手を高める新たな機能が提供されます。

InnoDB Pluginの主な機能として、「高速インデックス作成」、テーブルおよびインデック

スの圧縮、ファイル形式の管理、新たな INFORMATION_SCHEMA テーブル、容量の調整、複数

のバックグラウンド I/Oスレッド、グループコミットなどがあります。 

これらの機能の詳細については、InnoDB Pluginのマニュアル

（http://www.innodb.com/products/innodb_plugin/plugin-documentation）を参照してく

ださい。MySQLでの InnoDB の使用に関する一般情報については、13.6「The InnoDB Storage 

Engine」を参照してください。 

InnoDB Pluginは、ソースディストリビューションおよびバイナリディストリビューション

に含まれています。ただし、RHEL3、RHEL4、SuSE 9（x86、x86_64、ia64）、および汎用 Linux 

RPMパッケージには含まれていません。 

InnoDB Pluginを使用するには、ビルトインバージョンの InnoDBを無効にし、代わりに

InnoDB Pluginを使用するようサーバに指示する必要があります。これを行うには、my.cnf

ファイルで以下の行を使用します。 

[mysqld] 

ignore-builtin-innodb 

plugin-load=innodb=ha_innodb_plugin.so 

plugin-loadオプションの innodbはプラグインに関連付ける名前、ha_innodb_plugin.so

はプラグインコードが含まれる共有オブジェクトライブラリの名前です。拡張子.soは Unix

系システムの場合です。HP-UX on HPPA（11.11）または Windowsの場合は、拡張子は.soの

代わりにそれぞれ.slまたは.dllになります。 

サーバが起動時にこのプラグインを見つけられない場合、プラグインディレクトリのパス

名を指定してください。たとえば、プラグインが MySQLインストールディレクトリ下の

http://www.innodb.com/products/innodb_plugin/plugin-documentation
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/innodb.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/innodb.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/server-options.html#option_mysqld_plugin-load
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lib/mysql/pluginに格納され、MySQLが/usr/local/mysqlにインストールされている場合、

my.cnfファイルで以下の行を使用します。 

[mysqld] 

ignore-builtin-innodb 

plugin-load=innodb=ha_innodb_plugin.so 

plugin_dir=/usr/local/mysql/lib/mysql/plugin 

上記の例では、InnoDB Pluginのストレージエンジン部分をアクティブにする方法を示しま

したが、このプラグインでは、InnoDBに関連する INFORMATION_SCHEMA テーブルもいくつか

実装されます（これらのテーブルの詳細については、

http://www.innodb.com/doc/innodb_plugin-1.0/innodb-information-schema.htmlを参

照）。これらのテーブルを有効にするには、plugin-load オプションの値として、さらにテ

ーブル名=ライブラリのペアを追加します。 

[mysqld] 

ignore-builtin-innodb 

plugin-load=innodb=ha_innodb_plugin.so 

  ;innodb_trx=ha_innodb_plugin.so 

  ;innodb_locks=ha_innodb_plugin.so 

  ;innodb_cmp=ha_innodb_plugin.so 

  ;innodb_cmp_reset=ha_innodb_plugin.so 

  ;innodb_cmpmem=ha_innodb_plugin.so 

  ;innodb_cmpmem_reset=ha_innodb_plugin.so 

ここでは分かりやすくするために、plugin-loadオプションの値を複数の行に分けて記載し

ましたが、実際に my.cnfに記述する際は、スペースを入れずに 1行でオプション値を指定

します。Windowsの場合は、各.so拡張子を.dllに置き換えます。 

サーバの起動後、SHOW PLUGINSステートメントを使用して、InnoDB Pluginがロードされ

たことを確認します。たとえば、ストレージエンジンと INFORMATION_SCHEMAテーブルをロ

ードした場合、出力に以下のような行が含まれます。 

mysql> SHOW PLUGINS; 

+---------------------+--------+--------------------+---------------------... 

| Name                | Status | Type               | Library             ... 

+---------------------+--------+--------------------+---------------------... 

http://www.innodb.com/doc/innodb_plugin-1.0/innodb-information-schema.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/server-options.html#option_mysqld_plugin-load
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/server-options.html#option_mysqld_plugin-load
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/show-plugins.html
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... 

| InnoDB              | ACTIVE | STORAGE ENGINE     | ha_innodb_plugin.so ... 

| INNODB_TRX          | ACTIVE | INFORMATION SCHEMA | ha_innodb_plugin.so ... 

| INNODB_LOCKS        | ACTIVE | INFORMATION SCHEMA | ha_innodb_plugin.so ... 

| INNODB_CMP          | ACTIVE | INFORMATION SCHEMA | ha_innodb_plugin.so ... 

| INNODB_CMP_RESET    | ACTIVE | INFORMATION SCHEMA | ha_innodb_plugin.so ... 

| INNODB_CMPMEM       | ACTIVE | INFORMATION SCHEMA | ha_innodb_plugin.so ... 

| INNODB_CMPMEM_RESET | ACTIVE | INFORMATION SCHEMA | ha_innodb_plugin.so ... 

+---------------------+--------+--------------------+---------------------... 

MySQLをソースディストリビューションからビルドする場合、InnoDB Pluginはデフォルト

でビルドされるストレージエンジンの 1つです。MySQLをビルドする際は、たとえば 2.10

「MySQL Installation Using a Source Distribution」の手順に従うなど、通常の方法で

行います。ビルドが完了すると、storage/innodb_pluginディレクトリ下にプラグインの共

有オブジェクトファイルが作成されています。make installを実行すれば、このファイル

がプラグインディレクトリにインストールされます。その後、前述のバイナリディストリ

ビューションでの説明のとおり、InnoDB Pluginを使用するよう MySQLを構成します。 

gccを使用する場合、gcc 3.x では InnoDB Pluginをコンパイルできません。代わりに gcc 4.x

を使用してください。 

追加または変更された機能: 

 レプリケーション: ステートメントベースログ（SBL）を使用する場合、SBLにとっ

てアンセーフなステートメントを繰り返し呼び出すと、各ステートメントについて

警告メッセージがエラーログに書き込まれ、この動作を無効にする方法がなかった。

今回のリリースでは、log_warnings変数が 0より大きい場合のみ、サーバは、ステ

ートメントベースログにとってアンセーフなステートメントのメッセージを記録す

るようになった（Bug#46265）。 

 文書化されていない TRANSACTIONALおよび PAGE_CHECKSUMキーワードが文法から削

除された（Bug#45829）。 

 これまで、SELECT ... INTO OUTFILE は、文字セットを変換せずにカラム値をダン

プしていたため、カラムごとに使用している文字セットが異なる場合に、エラーが

生成されることなく、インポートできないデータファイルが生成される可能性があ

った。その結果、--tabオプション（SELECT ... INTO OUTFILE によってデータをダ

ンプ）が指定されている場合に、mysqldumpで--default-character-setオプション

が無視されていた。 

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/installing-source.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/installing-source.html
http://bugs.mysql.com/46265
http://bugs.mysql.com/45829
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/select.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysqldump.html#option_mysqldump_tab
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/select.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysqldump.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysqldump.html#option_mysqldump_default-character-set
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今回のリリースでは、INTO OUTFILEの後に CHARACTER SET 句を続け、ダンプ値の変

換先文字セットを指定できるようになった。また、mysqldumpにより、データをダ

ンプする際に使用される SELECT ... INTO OUTFILEステートメントに CHARACTER SET

句が追加され、--tab が指定されていても--default-character-setが無視されなく

なった。 

SELECT ... INTO OUTFILEのその他の変更点として、ENCLOSED BYおよび ESCAPED BY

引数が単一文字である必要があること、および非 ASCIIのフィールドまたは行区切

り文字が指定されている場合に SELECT ... INTO OUTFILEおよび LOAD DATA INFILE

によって警告が生成されることが挙げられる（Bug#30946）。 

 今回のリリースでは、MySQL euckr文字セットに、euckrを Microsoft cp949文字セ

ット互換にする拡張コード[81...FE][41..5A,61..7A,81..FE]を格納できるように

なった。 

修正されたバグ: 

 パーティショニング: 無効なパーティション定義または矛盾したパーティション定

義を使用してテーブルを作成しようとすると、サーバがクラッシュしていた。この

ようなステートメントの例を以下に示す。 

 CREATE TABLE t2 (s1 INT, s2 INT) 

 PARTITION BY LIST (s1) SUBPARTITION BY HASH (s2) SUBPARTITIONS 1 

 ( 

     PARTITION p1 VALUES IN (1), 

     PARTITION p2 VALUES IN (2) (SUBPARTITION p3)   

 ); 

（Bug#46354） 

 パーティショニング: デバッグビルドの MySQL を使用している場合、1つ以上の

DOUBLEカラムで同じインデックスが使用されているパーティションドテーブルに

対してクエリを実行すると、サーバで表明違反が発生していた（Bug#45816）。 

 パーティショニング: ユーザ定義のパーティショニングが行われているテーブルに

対する RENAME TABLE操作に失敗すると、一部のテーブルファイル名のみが変更され、

テーブルが使用不可のままになっていた（Bug#30102）。 

 レプリケーション: 非トランザクショナルテーブルを変更するステートメントが失

敗すると、トランザクショナルキャッシュがフラッシュされ、これによって実行履

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysqldump.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/select.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysqldump.html#option_mysqldump_tab
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysqldump.html#option_mysqldump_default-character-set
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/select.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/select.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/load-data.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/load-data.html
http://bugs.mysql.com/30946
http://bugs.mysql.com/46354
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/numeric-types.html
http://bugs.mysql.com/45816
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/rename-table.html
http://bugs.mysql.com/30102
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歴とログ履歴に矛盾が生じていた。今回のリリースでは、COMMITまたは ROLLBACK

を発行しない限り、トランザクショナルキャッシュがフラッシュされないようにな

った（Bug#46129）。 

 レプリケーション: クエリに失敗した場合、またはクエリに成功しても取得された

結果が空の場合、内部関数 get_master_version_and_clock()（sql/slave.cc で定義）

でエラーが無視され、そのまま処理が進められていた。今回のリリースでは、ネッ

トワークの一時的な問題によってクエリに失敗した場合、この関数はマスタへの再

接続を試み、それ以外の場合は失敗するようになった。また、同じシステム変数が

マスタ上に存在しない場合（マスタの MySQLのバージョンがスレーブより大幅に古

い場合）、I/Oスレッドが警告を出力するようになった（Bug#45214）。 

 レプリケーション: MIXEDログ形式を使用している場合、テンポラリテーブルを作

成し、ログ形式を ROWに切り替える更新を実行した後も、その形式の切り替えが存

続していた。これにより、テンポラリテーブルをドロップするまで、テンポラリテ

ーブルに対する以降の DDLステートメントがバイナリログに書き込まれなくなって

いた（Bug#43046）。 

Bug#40013も参照。 

この回帰は Bug#20499 で報告されていた。 

 レプリケーション: --log-bin-trust-function-creatorsオプションが有効でない

場合、CREATE FUNCTIONには DETERMINISTIC、NO SQL、または READS SQL DATA のい

ずれかの修飾子が必要である。ステートメントベースモードを使用している場合、

ストアドファンクションの実行時に同じルールに従う必要があるが、実際には

DETERMINSTICで定義された関数のみ実行可能だった。また、不正なエラーが生成さ

れていた（ER_BINLOG_UNSAFE_ROUTINE ではなく ER_BINLOG_ROW_RBR_TO_SBR）。 

今回のリリースでは、この点に関して、ストアドファンクションの実行と作成を両

立できるようになった。STATEMENTモードで上記のいずれかの修飾子なしでストア

ドファンクションを実行した場合、正しいエラーが生成され、NO SQLまたは READS 

SQL DATA、あるいはその両方を使用して（すなわち DETERMINSTICを使用せずに）定

義された関数を実行できるようになった（Bug#41166）。 

 RPMパッケージにテストスイートが含まれていなかった（Bug#46834）。 

 不正なインデックス最適化が、不正な結果またはサーバクラッシュの原因となる可

能性があった（Bug#46454）。 

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/commit.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/commit.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/commit.html
http://bugs.mysql.com/46129
http://bugs.mysql.com/45214
http://bugs.mysql.com/43046
http://bugs.mysql.com/40013
http://bugs.mysql.com/20499
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/replication-options-binary-log.html#option_mysqld_log-bin-trust-function-creators
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/create-procedure.html
http://bugs.mysql.com/41166
http://bugs.mysql.com/46834
http://bugs.mysql.com/46454
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 サーバの起動時に、max_join_sizeシステム変数値が調整されることを示す警告が

出力されていた（これらの警告は無害だが、ユーザが重要な警告として捉える可能

性があった）（Bug#46385）。 

 テーブルが満杯状態であるなどのエラーの後に INSERT IGNOREを実行すると、デバ

ッグビルドで表明違反が発生する可能性があった（Bug#46075）。 

 アイテムをサブクエリから外部クエリに移動する最適化により、サーバクラッシュ

が発生する可能性があった（Bug#46051）。 

 Valgrindのいくつかの警告が修正された（Bug#46003、Bug#46034、Bug#46042）。 

 デフォルトデータベースが選択されていない場合、CREATE TABLE ... SELECT によ

りサーバクラッシュが発生する可能性があった（Bug#45998）。 

 重複が存在する場合、MERGEテーブルに対して REPLACEを実行すると、MySQL Server

がクラッシュしていた（Bug#45800）。 

 SSL初期化時に SSLファイルの読み取りに問題が発生すると、サーバは、エラーロ

グではなく stderrにエラーメッセージを書き込んでいた（Bug#45770）。 

 RPMパッケージにおける MySQL ABから Sun Microsystems, Inc.へのベンダ名の変更

が、RPMパッケージを使用して MySQLをアップグレードしたときにグレースフルに

処理されなかった（Bug#45534）。 

 GUIインストーラを使用した Windowsのインストールが失敗し、以下のメッセージ

が表示されていた。 

MySQL Server 5.1 Setup Wizard ended prematurely 

 

The wizard was interrupted before MySQL Server 5.1. could be completely installed. 

 

Your system has not been modified. To complete installation at another time, please 

run 

setup again. 

 

Click Finish to exit the wizard 

この問題は、一部の環境で正常に実行できない可能性のある MSIインストーラの手

順が原因である（Bug#45418）。 

 圧縮されたクライアント/サーバプロトコルを使用すると、無効なメモリ読み取りが

行われる可能性があった（Bug#45031）。 

 mysql_real_connect() C API関数は、ホスト名について返された最初の IPアドレ

スにのみ接続を試行していた。ホスト名が複数の IPアドレスにマップされ、最初に

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.0/en/server-system-variables.html#sysvar_max_join_size
http://bugs.mysql.com/46385
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.0/en/insert.html
http://bugs.mysql.com/46075
http://bugs.mysql.com/46051
http://bugs.mysql.com/46003
http://bugs.mysql.com/46034
http://bugs.mysql.com/46042
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/create-table.html
http://bugs.mysql.com/45998
http://bugs.mysql.com/45800
http://bugs.mysql.com/45770
http://bugs.mysql.com/45534
http://bugs.mysql.com/45418
http://bugs.mysql.com/45031
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysql-real-connect.html
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返された IPアドレスにサーバがバインドされていない場合、これが問題になる可能

性があった。今回のリリースでは、mysql_real_connect()は、ドメイン名がマップ

されているすべての IPv4/6アドレスへの接続を試行するようになった（Bug#45017）。 

 無効な入力により、解析時に無効なメモリ読み取りが行われる可能性があった

（Bug#45010）。 

 AIX tarファイルのディストリビューションに含まれる一部のファイルが正しいパ

ーミッションで圧縮解除されなかった（Bug#44647）。 

 デバッグビルドでは、ストアドプロシージャをプリペアドステートメントとして実

行すると、表明違反が発生することがあった（Bug#44521）。 

 mysql_stmt_execute()を使用してストアドプロシージャを呼び出すと、サーバクラ

ッシュが発生する可能性があった（Bug#44495）。 

 インスタンス削除後に新規インスタンスを作成すると、セキュリティ設定を正しく

適用できないため、インストールが正常に完了しなかった（Bug#44428）。 

 --csvオプションが引数なしで指定された場合、mysqlslapでこの引数が無視されて

いた（Bug#44412）。 

 --init-fileで指定されたファイル内でイベントスケジューラを有効にすると、サ

ーバクラッシュが発生していた（Bug#43587）。 

 サーバが必ずしも hash_init()関数呼び出しの戻り値をチェックしなかった

（Bug#43572）。 

 今回のリリースでは、テーブルキャッシュロック（LOCK_open）は適応 mutex になっ

ている。これにより、このロックが過度に競合しているワークロードにおけるパフ

ォーマンスが向上する（Bug#43435）。 

 mysqladmin --count=X --sleep=Yが、最後の繰り返しから終了まで、不正に Y秒遅

らせていた（Bug#42639）。 

 一部のプラットフォームでスタック成長テストに失敗し、これがサーバクラッシュ

の原因となっていた（Bug#42213）。 

 extended-status と一緒に--verticalまたは--relativeを使用すると、mysqladmin

に、すべての変数を追跡するために十分な空間が割り当てられなかった（Bug#40395）。 

 ログテーブルのパーティショニングにより、サーバクラッシュが発生していた

（Bug#40281）。 

 UPDATEおよび DELETE ステートメントでクイックアクセスメソッドを使用して行を

検索すると、クイック条件の評価中に、致命的エラーをクライアントに送信済みか

どうかがチェックされなかった。その結果、（エラーに続いて）誤った OKがクライ

アントに送信され、エラーが不正に警告に変換されていた（Bug#40113）。 

 SHOW PROCESSLISTが、同時セッションで実行されたストアドプロシージャの解放メ

モリにアクセスする可能性があった（Bug#38816）。 

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysql-real-connect.html
http://bugs.mysql.com/45017
http://bugs.mysql.com/45010
http://bugs.mysql.com/44647
http://bugs.mysql.com/44521
http://bugs.mysql.com/44495
http://bugs.mysql.com/44428
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysqlslap.html#option_mysqlslap_csv
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysqlslap.html
http://bugs.mysql.com/44412
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/server-options.html#option_mysqld_init-file
http://bugs.mysql.com/43587
http://bugs.mysql.com/43572
http://bugs.mysql.com/43435
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysqladmin.html
http://bugs.mysql.com/42639
http://bugs.mysql.com/42213
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysqladmin.html#option_mysqladmin_vertical
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysqladmin.html#option_mysqladmin_relative
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysqladmin.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysqladmin.html
http://bugs.mysql.com/40395
http://bugs.mysql.com/40281
http://bugs.mysql.com/40113
http://bugs.mysql.com/38816
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 Windowsへのインストール中、[MySQL Instance Configuration Wizard]ウィンドウ

が、使いにくい小さいサイズで開くことがあった（Bug#38723）。 

 make_binary_distribution により必ずしも正しいディストリビューション名が生

成されなかった（Bug#37808）。 

 SELECT MATCH(a) AGAINST('test') FROM t1 ORDER BY MATCH(a) AGAINST('test')

のように、SELECTリストと ORDER BY句に重複した MATCH()関数呼出しを含むプリペ

アドステートメントを実行すると、サーバがクラッシュした（Bug#37740）。 

 ビューへの mysqldump --tabの出力に、IF EXISTS限定子のない DROP TABLEステー

トメントが含まれていた（Bug#37377）。 

 mysql_upgradeは、メッセージを出力することなく--basedirおよび--datadirオプ

ションを無視し、後方互換性を受け入れていた。今回のリリースでは、警告を出力

するようになった（Bug#36558）。 

 mysqlimportは、--use-threadsオプションに必要なスレッドサポートが有効になる

よう必ずしも正しくコンパイルされなかった（Bug#32991）。 

 --fix-table-namesおよび--all-in-1オプションが両方指定された場合、

mysqlcheckはテーブル名の修正に失敗していた（Bug#31821）。 

 PIDファイルを削除せずに MySQL Serverを強制終了し、mysql.server stop でサー

バを停止しようとすると、タイムアウトになるまでに 900秒かかった（Bug#31785）。 

 GUIインストーラを使用した Windowsへのインストール中、インストーラが MySQL

サービスのインストール完了まで待たないためにインストールに失敗し、root パス

ワードなどのセキュリティ設定が正しく適用されない可能性があった（Bug#30525）。 

 mysqlによる一部の結果セット行の末尾に余分なスペースが含まれていた

（Bug#29622）。 

 mysqlクライアントによる、さまざまな出力形式のカラムデータに含まれる NULバ

イトの処理が一貫していなかった（Bug#28203）。 

 mysqlimportで、テーブル識別子とファイル名が正しく引用符で囲まれなかった

（Bug#28071）。 

 Windowsサービスのインストール時に、コマンド行構成パラメータを引用符で囲む

と、引用符が値だけでなく、コマンド行オプション全体を囲むように不正に配置さ

れる可能性があった（Bug#27535）。 

 readlineライブラリと、Spaceを magic-space 関数にマップする.inputrcファイル

を使用して mysql クライアントをビルドすると、スペースを入力できなくなってい

た（Bug#27439）。 

 InnoDBは、同時トランザクション数の制限（1023）に達すると、それに関する説明

的なメッセージをエラーログに書き込むが、クライアントには誤解を招く可能性の

あるメッセージを返していた。または、表明違反が発生した（Bug#18828）。 

http://bugs.mysql.com/38723
http://bugs.mysql.com/37808
http://bugs.mysql.com/37740
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysqldump.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/drop-table.html
http://bugs.mysql.com/37377
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysql-upgrade.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysql-upgrade.html#option_mysql_upgrade_basedir
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysql-upgrade.html#option_mysql_upgrade_datadir
http://bugs.mysql.com/36558
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysqlimport.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysqlimport.html#option_mysqlimport_use-threads
http://bugs.mysql.com/32991
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysqlcheck.html#option_mysqlcheck_fix-table-names
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysqlcheck.html#option_mysqlcheck_all-in-1
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysqlcheck.html
http://bugs.mysql.com/31821
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysql-server.html
http://bugs.mysql.com/31785
http://bugs.mysql.com/30525
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysql.html
http://bugs.mysql.com/29622
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysql.html
http://bugs.mysql.com/28203
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysqlimport.html
http://bugs.mysql.com/28071
http://bugs.mysql.com/27535
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/mysql.html
http://bugs.mysql.com/27439
http://bugs.mysql.com/18828
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※本翻訳は、理解のための便宜的な訳文として、オラクルが著作権等を保

有する英語原文を NRI の責任において翻訳したものであり、変更情報の

正本は英語文です。また、翻訳に誤訳等があったとしても、オラクルに

は一切の責任はありません。 

 


